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オ
メ
ガ
（
大
阪
市
平
野

区
）
は
特
殊
セ
ラ
ミ
ッ
ク
電

極
を
用
い
た
電
気
分
解
技
術

を
コ
ア
技
術
と
す
る
水
処
理

・
環
境
機
器
開
発
販
売
会

社
。
化
学
的
・
物
理
処
理
に

よ
り
食
品
製
造
・
加
工
工
場

か
ら
出
る
工
場
排
水
を
効
率

的
に
処
理
で
き
る
複
合
処
理

シ
ス
テ
ム
を
食
品
業
界
に
向

け
て
提

案

す

る
。
化
学
的
・

物
理
的
処
理
の

優
位
性
、
日
本

が
抱
え
る
排
水

処
理
の
課
題
と

は
。
中
村
信
一
社
長
に
聞
い

た
。〇

…
最
近
で
は
、
大
手
食

品
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
「
活

性
汚
泥
処
理
（
微
生
物
活
動

を
利
用
し
た
処
理
）
を
や
め

て
化
学
的
・
物
理
的
処
理
に

切
り
替
え
た
い
」
と
い
う
相

談
が
増
え
た
。
人
手
不
足
へ

の
対
応
や
コ
ス
ト
低
減
を
掲

げ
て
い
る
食
品
製
造
・
加
工

工
場
に
お
い
て
、
経
験
や
ノ

ウ
ハ
ウ
が
必
要
な
活
性
汚
泥

処
理
に
比
べ
、
安
定
し
て
効

率
的
に
排
水
を
処
理
で
き
る

化
学
的
・
物
理
的
処
理
の
注

目
は
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
化
学
的
・
物
理
的

処
理
の
注
目
す
る
点
は
コ
ス

ト
や
人
手
削
減
、
効
率
化
だ

け
で
は
な
い
。
そ
の
背
景
に

は
食
品
を
構
成
す
る
成
分
が

複
雑
化
、
高
密
度
分
子
化
す

る
中
、
微
生
物
で
処
理
し
き

れ
る
の
か
な
ど
の
懸
念
や
疑

問
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の

よ
う
な
世
界
の
動
向
を
踏
ま

え
て
日
本
は
ど
う
動
く
の

か
。
食
品
業
界
で
も
環
境
を

保
全
し
て
い
く
と
い
う
観
点

も
踏
ま
え
た
変
革
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

〇
…
当
社
が
提
案
す
る
工

場
排
水
処
理
は
、
水
中
の
有

機
物
な
ど
を
分
解
・
浄
化
す

る
工
程
と
、
独
自
開
発
し
た

セ
ラ
ミ
ッ
ク
媒
体
で
水
中
の

有
機
物
を
集
約
し
低
酸
素
濃

度
下
の
９
０
０
～
１
千
１
０

０
℃
域
の
高
温
炉
内
で
即
時

に
熱
分
解
す
る
工
程
を
組
み

合
わ
せ
た
複
合
処
理
で
あ

る
。
自
動
制
御
で
物
理
的
・

化
学
的
に
油
分
や
水
質
汚
染

の
指
標
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ
成
分

の
処
理
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
活
性
汚
泥
処
理
に
比
べ

人
的
要
素
や
外
的
要
因
に
よ

っ
て
処
理
能
力
が
左
右
さ
れ

る
こ
と
が
な
く
、
汚
れ
の
濃

度
に
合
わ
せ
て
適
正
に
排
水

処
理
で
き
る
点
が
メ
リ
ッ
ト

だ
。先

般
、
１
日
に
４
０
０
�

程
度
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
成
分
を
処
理

で
き
る
大
型
機
を
発
売
、
大

手
食
品
メ
ー
カ
ー
で
テ
ス
ト

運
行
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
排
出
さ
れ
る
水

質
が
変
化
し
た
際
に
、
現
状

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
不
具

合
な
く
処
理
で
き
る
か
テ
ス

ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

超
小
型
機
（
１
日
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ

成
分
処
理
能
力
２
�
）
を
開

発
。今
後
、大
型
機
を
導
入
し

て
い
た
だ
い
た
得
意
先
に
向

け
た
提
案
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
１
日
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
成

分
の
処
理
能
力
が
１
０
０
�

程
度
の
中
型
機
の
開
発
を
現

在
進
め
て
い
る
。
完
成
す
れ

ば
中
小
企
業
向
け
に
も
提
案

可
能
だ
。
排
水
を
適
切
に
処

理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
汚

水
は
海
に
流
れ
つ
き
環
境
を

汚
染
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
今

後
も
「
い
い
環
境
を
将
来
に

残
す
」
と
い
う
思
い
を
開
発

の
軸
に
置
き
、
コ
ス
ト
削
減

や
人
手
不
足
解
消
と
い
っ
た

得
意
先
の
課
題
解
決
が
で
き

る
製
品
を
提
案
し
て
い
く
。
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キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
フ
ァ
ン
ケ
ル
は
６
日
、資
本
業
務
提
携
を
締
結
し
た
。

健
康
に
関
す
る
社
会
課
題
の
解
決
を
通
じ
て
成
長
を
目
指
す
キ
リ
ン
の
考
え
と
、
健

康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
む
こ
と
で
成
長
を
目
指
す
フ
ァ
ン
ケ
ル
の
考
え
方
が
一
致

し
た
こ
と
が
背
景
。

キ
リ
ン
は
フ
ァ
ン
ケ
ル
創

業
者
で
あ
る
池
森
賢
二
会
長

と
池
森
氏
の
親
族
や
資
産
管

理
会
社
な
ど
か
ら
フ
ァ
ン
ケ

ル
の
株
式
を
譲
り
受
け
る
。

そ
の
取
得
総
額
は
１
千
２
９

３
億
円
で
議
決
権
割
合
は
３３

％
と
な
る
。
取
得
予
定
日
は

９
月
６
日
で
、
こ
れ
に
よ
り

フ
ァ
ン
ケ
ル
は
キ
リ
ン
の
持

分
法
適
用
会
社
と
な
る
。

健
康
で
協
働
へ

ま
た
、
資
本
業
務
提
携
契

約
を
受
け
、
キ
リ
ン
が
フ
ァ

ン
ケ
ル
の
常
勤
取
締
役
候
補

者
１
人
、
非
常
勤
取
締
役
候

補
者
１
人
と
常
勤
監
査
役
候

補
者
１
人
を
指
名
す
る
権
利

を
有
す
る
こ
と
で
も
合
意
し

た
。業

務
提
携
の
詳
細
に
つ
い

て
は
「
今
後
さ
ら
に
協
議
を

重
ね
順
次
確
定
し
て
い
く
予

定
」
と
し
て
い
る
が
、
現
時

点
で
想
定
し
て
い
る
業
務
提

携
分
野
と
し

て
�
「
素
材

・
商
品
・
ブ

ラ
ン
ド
開
発
」
�
�
「
ブ
ラ

ン
ド
」
と
「
技
術
の
融
合

（
両
社
の
「
ブ
ラ
ン
ド
力
」

や
「
技
術
力
」
を
活
か
し
た

新
発
想
の
商
品
、
ブ
ラ
ン
ド

の
開
発
）
�
独
自
素
材
を
活

か
し
た
商
品
開
発
（
生
活
習

慣
対
策
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
等
の
ス
キ

ン
ケ
ア
商
品
の
開
発
）
、
�

「
共
同
研
究
・
事
業
開
発
の

推
進
」
�
�
「
生
活
習
慣

病
」
「
脳
機
能
」
「
フ
レ
イ

ル
」
「
リ
ハ
ビ
リ
対
策
」

「
免
疫
」
「
腸
内
環
境
」
等

の
分
野
に
お
け
る
共
同
研
究

�
酵
母
・
発
酵
技
術
を
活
か

し
た
化
粧
品
等
の
共
同
開
発

�
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
開
発
、
�
「
イ
ン
フ
ラ
の

相
互
利
用
」
�
�
生
産
面
で

の
協
業
�
チ
ャ
ネ
ル
の
相
互

乗
り
入
れ
（
キ
リ
ン
の
自
動

販
売
機
チ
ャ
ネ
ル
、
フ
ァ
ン

ケ
ル
の
直
販
チ
ャ
ネ
ル
等
の

活
用
）
な
ど
を
挙
げ
た
。

�
�
�
�

平
成
３０
年
度
の
食
料
自
給

率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
は

前
期
か
ら
１
	
低
下
し
３７
％

と
な
っ
た
。
生
産
額
ベ
ー
ス

は
前
同
の
６６
％
。

昨
年
度
は
、
コ
メ
の
消
費

が
減
少
す
る
な
か
主
食
用
米

の
国
内
生
産
量
が
前
年
並
み

と
な
り
、
国
産
て
ん
菜
由
来

の
砂
糖
の
製
造
量
増
加
、
ホ

タ
テ
貝
の
回
復
、
マ
イ
ワ
シ

の
好
漁
に
よ
る
漁
獲
量
増
大

と
い
っ
た
プ
ラ
ス
要
因
が
あ

っ
た
半
面
、
天
候
不
順
に
よ

り
小
麦
、
大
豆
な
ど
の
単
収

は
、
近
年
に
な
い
低
水
準
と

な
り
生
産
量
が
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
、
天
候
不
順
を
受

け
た
飼
料
作
物
の
減
少
に
伴

う
飼
料
自
給
率
の
低
下
な
ど

で
国
産
熱
量
が
減
少
。
牛
肉

や
乳
製
品
の
輸
入
増
な
ど
も

マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
っ
た
。

国
で
は
令
和
７
年
度
の
食

料
自
給
率
（
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
）
４５

％
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
が
、
天
候

要
因
が
あ
る
と
は

い
え
、
平
成
２５
年

度
（
３９
％
）
か
ら

２
	
低
下
す
る
な

ど
、
目
標
達
成
に

向
け
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

な
お
、
カ
ロ
リ

ー
ベ
ー
ス
は
、
１

人
１
日
当
た
り
の

国
産
供
給
熱
量

（
９
１
２
ｋ
�
）

を
１
人
１
日
当
た

り
の
供
給
熱
量

（
２
千
４
４
３
ｋ

�
）
で
割
っ
た
も
の
。
精
算

額
ベ
ー
ス
は
、
食
料
の
国
内

生
産
額
（
１０
・
６
兆
円
）
を

食
料
の
国
内
消
費
仕
向
額

（
１６
・
２
兆
円
）
で
割
っ
た

も
の
。

６
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ

た
価
格
改
定
の
影
響
が
注
目

さ
れ
た
即
席
麺
業
界
だ
が
、

上
場
し
て
い
る
日
清
食
品
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
日
清
食

品
、
明
星
食
品
）
、
東
洋
水

産
の
第
１
四
半
期
業
績
（
４

～
６
月
）
は
前
年
微
増
と
な

っ
た
。

上
場
２
グ
ル
ー
プ
（
３

社
）
の
第
１
四
半
期
実
績

は
、
日
清
食
品
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
）
が
売
上
収
益
０
・
６
％

増
、
営
業
利
益
２０
・
６
％

減
、
明
星
食
品
（
同
）
が
売

上
収
益
３
・
２
％
増
、
営
業

利
益
１８
・
５
％
減
。
東
洋
水

産
（
国
内
即
席
麺
事
業
）
は

売
上
高
１
・
２
％
増
、
営
業

利
益
１２
％
減
と
い
っ
た
よ
う

に
、
い
ず
れ
も
増
収
２
ケ
タ

減
益
。

日
清
食
品
は
、
売
上
増
に

伴
い
利
益
が
増
加
し
た
も
の

の
、
関
西
工
場
（
滋
賀
県
）

の
稼
働
に
伴
う
減
価
償
却
費

の
増
加
、
原
材
料
価
格
や
物

流
費
の
上
昇
な
ど
が
減
益
要

因
と
な
り
、
明
星
食
品
は
、

売
上
増
と
効
率
的
な
経
費
使

用
に
よ
り
利
益
を
増
加
さ
せ

た
が
、
物
流
費
、
原
材
料
価

格
の
上
昇
な
ど
が
響
い
た
。

東
洋
水
産
は
カ
ッ
プ
麺
が
堅

調
に
推
移
し
売
上
高
を
伸
ば

し
た
が
、
物
流
費
、
原
材
料

費
な
ど
の
コ
ス
ト
増
が
減
益

要
因
と
な
っ
た
形
だ
。

価
格
改
定
に
つ
い
て
は
、

各
社
と
も
比
較
的
早
期
に
浸

透
し
た
と
の
認
識
だ
が
、
６

月
単
月
に
つ
い
て
は
、
新
価

格
浸
透
に
向
け
販
促
が
抑
え

ら
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
数

量
が
減
少
。
情
報
を
開
示
し

て
い
る
日
清
食
品
、
明
星
食

品
と
も
売
上
金
額
は
２
ケ
タ

減
。
半
面
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
な
ど
が
追
い

風
と
な
っ
た
４
月
は
２
社
と

も
に
２
ケ
タ
増
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
第
１
四
半
期
ト
ー

タ
ル
で
は
前
年
並
み
と
な
っ

た
形
だ
。

お
盆
期
間
中
の
本
紙
の
配
達
（
直
配

分
）
は
、
配
送
業
者
の
減
便
に
伴
い
一

部
で
遅
配
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
８
月
１２

日
号
は
１６
日
（
金
）
、
１６
日
号
は
１９
日

（
月
）
の
お
届
け
と
な
る
予
定
で
す

（
１４
日
は
休
刊
）
。
読
者
の
皆
さ
ま
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
（
食
品
新
聞
社
）

川
中
醤
油
（
広
島
市
）

は
、
み
た
ら
し
味
の
�
ス

イ
ー
ツ
系
醤
油
�「
み
た
ら

し
ろ
っ
ぷ
」を
発
売
す
る
。

本
醸
造
濃
口
醤
油
に
黒
糖

や
り
ん
ご
果
汁
を
加

え
、
和
・
洋
の
両
方
に

合
う
よ
う
仕
上
げ
た
。

同
社
の
主
力
商
品「
芳

醇
天
然
か
け
醤
油
」
の

購
買
層
よ
り
若
い
世
代

を
意
識
し
、
女
性
社
員

が
中
心
と
な
り
開
発
。

営
業
企
画
推
進
課
の
増

田
幸
恵
主
任
は
「
和
風

ブ
ー
ム
が
続
く
中
で
抹

茶
、
き
な
粉
に
続
き
、

み
た
ら
し
味
を
浸
透
さ

せ
た
い
」
と
意
気
込
む
。

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
や
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
な
ど
に
か
け
る
ほ
か
、

テ
ィ
ラ
ミ
ス
な
ど
の
ア
レ

ン
ジ
メ
ニ
ュ
ー
も
提
案
。

１
５
０


で
希
望
小
売
価

格
５
０
０
円
（
税
抜
き
）。

毎
日
「
み
た
ら
し
ろ
っ

ぷ
」
を
持
ち
歩
き
、
新
た

な
レ
シ
ピ
を
考
え
て
い
る

と
い
う
増
田
主
任
に
話
を

聞
い
た
。

○
…
新
商
品
の
展
示
会

で
は
味
も
見
た
目
も
好
評

で
、
コ
ン
セ
プ
ト
も
面
白

い
と
評
価
を
い
た
だ
い

た
。
一
方
、
ど
の
棚
に
置

く
べ
き
か
と
い
う
戸
惑
い

の
声
も
聞
か
れ
た
。

○
…
朝
食
フ
ェ
ア
、
お

月
見
フ
ェ
ア
な
ど
の
催
事

や
関
連
販
売
、
雑
貨
店
で

の
販
売
な
ど
、
今
ま
で
と

は
違
う
売
り
方
や
新
た
な

販
路
の
拡
大
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。
面
白
が

っ
て
使
い
な
が
ら
、
醤
油

の
新
た
な
可
能
性
を
感
じ

て
も
ら
い
た
い
。
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「
新
商
品
の
提
案
活
発
、ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
」

（
調
味
料
版

４
～
５
面
）

「
猛
暑
の
追
い
風
よ
り
も
低
温
の
ダ
メ
ー
ジ
顕
著
」

（
ア
イ
ス
版

８
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容

���������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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盆
に
非
常

に
勢
力
の
強

い
ダ
ブ
ル
台

風
が
日
本
に

接
近
す
る
と

い
う
。
気
に

な
る
の
が
今

後
の
進
路
と
、
そ
れ
が
も

た
ら
す
被
害
だ
。
特
に
農

作
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
▼
２
０
１
６
年
に
台

風
が
来
な
い
と
言
わ
れ
る

北
海
道
に
、
相
次
い
で
３

つ
の
台
風
が
上
陸
し
た
。

小
豆
が
甚
大
な
被
害
を
受

け
て
大
不
作
と
な
り
、
急

遽
１
～
２
年
前
の
旧
穀
が

賄
わ
れ
た
。
安
堵
し
た
の

も
束
の
間
、
翌
年
以
降
、

ホ
ク
レ
ン
の
売
り
止
め
や

政
府
の
大
豆
奨
励
に
よ
る

小
豆
畑
の
減
反
、
冷
夏
に

よ
る
生
育
不
良
が
重
な

り
、
北
海
小
豆
が
枯
渇
し

た
。
相
場
は
一
時
、
平
常

時
の
倍
近
く
の
１
俵
（
６０

�
）
５
万
円
に
跳
ね
上
が

り
、
急
遽
海
外
か
ら
の
輸

入
枠
が
拡
大
さ
れ
た
▼
そ

の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
て

い
る
の
が
製
あ
ん
業
界

だ
。
あ
ん
は
小
豆
と
砂
糖

と
水
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な

構
造
ゆ
え
に
原
料
比
率
が

高
く
、
小
豆
高
騰
は
企
業

利
益
を
直
撃
す
る
。
昨
年

か
ら
数
回
に
わ
た
り
値
上

げ
を
し
て
も
、
一
向
に
上

が
ら
な
い
状
況
だ
。
ま
た

国
産
志
向
で
輸
入
小
豆
の

代
替
で
は
理
解
が
得
難

く
、
零
細
企
業
の
多
い
こ

の
業
界
は
疲
弊
し
て
い
る

▼
大
産
地
の
十
勝
、
上
川

地
区
で
は
現
在
、
収
穫
目

前
の
小
豆
が
順
調
に
育

ち
、
こ
の
ま
ま
何
も
な
け

れ
ば
在
庫
が
潤
い
そ
う

だ
。
天
災
は
防
ぎ
よ
う
が

な
く
と
も
、
せ
め
て
そ
の

被
害
が
極
小
で
あ
る
こ
と

を
切
に
願
う
。

６日共同記者会見した（右から）キリン

ホールディングスの磯崎社長、ファンケ

ルの池森会長ファウンダー、ファンケル

の島田社長ＣＥＯ

資本業務提携キキリリンンＨＨＤＤ

フファァンンケケルル
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食
料
自

給

率

天天候候不不順順ななどど響響くく

３７％に低下
コ
ス
ト
増
響
く
も

売売
上上
高高
はは
堅堅
調調
にに
推推
移移

即
席
麺
大
手
第
１
四
半
期

注
目
高
ま
る
化
学
・
物
理
的
処
理

�
い
い
環
境
を
残
す
�軸
に
開
発

オ

メ

ガ

中
村

信
一
氏

社

長

お
盆
期
間
中
の
配
達
に
つ
い
て
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��
スス
イイ
ーー
ツツ
系系
��醤醤
油油
登登

場場

抹
茶
、き
な
粉
に
続
け

●川中醤油●
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